
『平成24年度静岡県一般会計補正予算』
に対する附帯決議
１　本件は、平成16年度に不適切な事務処理が
行われてから、既に８年が経過しており、この
間、適切な処理が行われず、いたずらに時間が
経過した点、また、県議会・県民に対しても、一
切この間、報告や公表がなかった点について、
当時からの管理監督者に対する責任の所在を
明確にするとともに、県議会・県民に公表する
こと。

２　国庫返還金及び加算金について、納入期限と
の兼ね合いから、一旦は、県民の税金でもって
支出することはやむを得ないものとするが、本
件は、明らかに法令違反である事務処理が発端
となり生じた経緯と、長期間経過している事実
を鑑みると、全てを税負担とすることなく、関係
職員（退職者も含む）に負担を求めること。

３　徹底した再発防止及び法令順守措置を職員
に対し行うこと。

第72号議案
総
務
委
員
会

県
道
豊
田
竜
洋
線
改
築
事
業
に

お
け
る
不
適
切
な
事
務
処
理
が

８
年
間
に
わ
た
っ
て
放
置
さ
れ

た
結
果
生
じ
た
国
庫
返
還
金
の

責
任
の
所
在
に
つ
い
て

　

平
成
16
年
当
時
に
用
地
補
償

費
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
誰
の

判
断
で
支
払
わ
れ
た
の
か
詳
細

に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
関

係
者
は
約
90
人
に
の
ぼ
り
、
主

な
管
理
監
督
者
の
多
く
が
す
で

に
退
職
し
て
い
る
が
、
交
通
基

盤
部
か
ら
の
資
料
の
精
査
と
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
進
め
、
そ
の
調
査

結
果
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
責
任
の
所

在
を
判
断
し
、
関
係
者
の
処
分

を
検
討
す
る
。

※
な
お
、
県
道
豊
田
竜
洋
線
の

道
路
改
築
事
業
に
係
る
国
庫

返
還
金
及
び
加
算
金
の
執
行

に
つ
い
て
、
附
帯
決
議
を
全

員
一
致
で
可
決
。
そ
の
内
容

は
、
４
ペ
ー
ジ
参
照
。

く
ら
し
環
境
委
員
会

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
に

お
い
て
、
新
規
で
助
成
を
行
う

「
子
育
て
型
」
の
補
助
対
象
工

事
等
に
つ
い
て

　

子
育
て
世
帯
が
居
住
環
境
を

改
善
す
る
た
め
に
行
う
浴
室
や

ト
イ
レ
等
の
水
回
り
の
改
修
、

内
装
工
事
全
般
な
ど
幅
広
く
対

象
と
し
て
い
る
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

に
は
、
こ
の
ほ
か
「
高
齢
者
型
」

と「
県
産
材
型
」が
あ
る
が
、「
県

産
材
型
」
に
つ
い
て
は
「
子
育

て
型
」
ま
た
は
「
高
齢
者
型
」

と
の
併
用
を
可
能
と
し
て
お
り
、

県
産
材
を
使
っ
た
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
の
促
進
を
図
っ
て
い

く
。

厚
生
委
員
会

看
護
職
員
の
確
保
対
策
に
つ
い

て
　

看
護
師
等
養
成
施
設
卒
業
者

の
県
内
就
業
促
進
の
た
め
、
県

内
の
定
め
ら
れ
た
医
療
機
関
で

一
定
期
間
勤
務
す
れ
ば
返
済
が

免
除
さ
れ
る
看
護
職
員
修
学
資

金
の
貸
付
事
業
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
離
職
防
止
対
策
事
業
と

し
て
、
医
療
現
場
で
の
技
術
及

び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に

不
安
を
抱
え
る
新
人
看
護
職
員

へ
の
卒
後
研
修
を
実
施
す
る
医

療
機
関
に
助
成
を
行
う
と
と
も

に
、
研
修
を
単
独
で
実
施
す
る

こ
と
が
困
難
な
小
規
模
医
療
機

関
に
つ
い
て
は
、
看
護
協
会
に

委
託
し
合
同
研
修
を
行
う
。
さ

ら
に
、
子
育
て
世
代
の
看
護
職

員
を
支
援
す
る
た
め
、
病
院
内

保
育
所
を
運
営
す
る
医
療
機
関

へ
の
助
成
や
、
看
護
職
員
が
健

康
で
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
労

働
局
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
す

る
労
務
管
理
者
向
け
の
研
修
に

企
画
段
階
か
ら
参
加
す
る
な

ど
、
労
働
局
と
連
携
し
て
看
護

職
員
の
確
保
と
定
着
に
努
め
て

い
き
た
い
。

産
業
委
員
会

２
月
23
、
24
日
に
グ
ラ
ン
シ
ッ

プ
で
開
催
し
た
「
ふ
じ
の
く
に

農
芸
品
フ
ェ
ア
2
0
1
3
」
の

評
価
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

　

今
回
の
フ
ェ
ア
は
、
近
年
グ

ラ
ン
シ
ッ
プ
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
の
中
で
は
最
高
の
人
出
と
な

る
約
４
万
8
0
0
0
人
の
来
場

者
が
あ
っ
た
。
出
展
者
か
ら
は

「
非
常
に
良
い
Ｐ
Ｒ
の
場
に
な
っ

た
」、「
消
費
者
の
意
見
を
直
接

知
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
よ

か
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
、
ふ
じ
の
く
に
農
芸

品
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
の
構
成

員
で
あ
る
農
林
水
産
関
係
団
体

か
ら
も
「
今
後
も
ぜ
ひ
継
続
し

て
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が

寄
せ
ら
れ
た
。
今
年
度
は
静
岡

市
で
開
催
し
た
こ
と
か
ら
、
来

年
度
は
西
部
地
区
の
浜
松
市
で

開
催
し
、
県
内
幅
広
い
地
域
で

農
林
水
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
そ

の
消
費
拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い
。

建
設
委
員
会

県
道
豊
田
竜
洋
線
の
道
路
改
築

事
業
に
係
る
不
適
切
な
事
務
処

理
に
よ
り
、
多
額
の
国
庫
返
還

金
と
加
算
金
が
生
じ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
問
題
が
こ
こ
ま
で
長
期

化
し
た
経
緯
、
責
任
の
所
在
及

び
再
発
防
止
策
な
ど
に
つ
い
て

　

土
地
の
所
有
権
移
転
登
記
が

済
ん
で
い
た
た
め
、
物
件
の
撤

去
及
び
土
地
明
け
渡
し
を
確
認

し
な
い
ま
ま
、
土
地
・
物
件
補

償
費
の
支
払
い
を
し
て
し
ま
っ

た
。
元
土
地
所
有
者
や
賃
借
人

と
交
渉
を
任
意
に
進
め
て
き
た

が
、
リ
ス
ク
管
理
に
問
題
が
あ
っ

た
た
め
、
こ
れ
ま
で
長
期
間
を

要
し
て
し
ま
っ
た
。
早
期
に
別

の
対
処
方
法
を
と
る
べ
き
で
あ
っ

た
と
認
識
し
て
お
り
、
結
果
的

に
多
額
の
返
還
金
が
生
じ
た
こ

と
を
重
く
受
け
と
め
、
深
く
反

省
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
経
営
管
理
部
と
協

力
し
て
詳
細
な
事
実
確
認
と
原

因
分
析
を
行
っ
て
い
き
、
返
還

金
に
つ
い
て
は
調
査
結
果
等
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
退
職
者
も
含

め
て
職
員
か
ら
の
負
担
を
求
め

て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
職
員
が
問
題
を
抱

え
込
ま
ず
に
共
通
認
識
を
持
っ

て
問
題
解
決
に
当
た
る
体
制
づ

く
り
や
、
出
先
機
関
の
課
長
職

以
上
の
全
職
員
を
対
象
と
し
た

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
を

実
施
す
る
な
ど
徹
底
し
た
再
発

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
な
お
、
県
道
豊
田
竜
洋
線
の

道
路
改
築
事
業
に
係
る
国
庫

返
還
金
及
び
加
算
金
の
執
行

に
つ
い
て
、
附
帯
決
議
を
全

員
一
致
で
可
決
。
そ
の
内
容

は
、
下
記
参
照
。

文
教
警
察
委
員
会

教
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
制

度
の
内
容
及
び
試
験
の
実
施
状

況
に
つ
い
て

　

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
に
対

応
す
る
た
め
に
地
方
公
務
員
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
平
成
13
年
度
か
ら
現
在

の
再
任
用
制
度
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
制
度
で
は
、
定
年

退
職
者
に
加
え
、
静
岡
県
定
年

退
職
者
等
の
再
任
用
に
関
す
る

条
例
で
定
め
る
定
年
退
職
者
に

準
ず
る
者
が
再
任
用
の
対
象
と

さ
れ
て
い
る
。

　

来
年
度
の
再
任
用
者
の
選
考

に
あ
た
っ
て
は
、
応
募
が
あ
っ
た

4
2
7
名
に
つ
い
て
、
昨
年
11

月
に
書
類
の
審
査
及
び
面
接
試

験
を
行
っ
た
結
果
、
3
8
9
名

が
合
格
し
、
再
任
用
候
補
者
名

簿
に
登
載
さ
れ
て

お
り
、
最
終
的
に

は
、
3
月
15
日
の

教
育
委
員
会
に
お

い
て
他
の
人
事
案

件
と
と
も
に
議
案

と
し
て
判
断
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

※
な
お
、
委
員
か

ら
は
、
再
任
用

内
定
者
の
う
ち
、
退
職
手
当

減
額
前
の
早
期
退
職
者
63
名

の
再
任
用
に
つ
い
て
は
、
県

民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
と

い
っ
た
意
見
や
、
現
状
の
制

度
の
中
で
は
認
め
ら
れ
て
お

り
粛
々
と
処
理
す
べ
き
で
あ

る
な
ど
の
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

平成25年度からは、こう  　わる!!平成25年度からは、こう  　わる!!変
区分 主な拡充内容

24年度 25 年度

大規模地震対策等総合支援事業費
・津波対策等を強化するため、市町等が
実施する地震防災対策事業を支援する
助成制度を拡充

1事業あたりの補助上限（津波対策事業）
補助限度額（2,000万円）の
撤廃（24年度限り）

補助限度額（2,000万円）の
撤廃を27年度まで継続➡

被虐待児等処遇向上モデル事業費
・被虐待児等を支援するため、児童養護
施設等における個別支援向上のための
モデル事業を委託

委託内容

　　　　　―

・事例の調査、モデル事業の
 実施・検証
児童養護施設：1,500千円/施設
乳児院：1,000千円/施設

➡

ひとり親家庭応援事業費
・ひとり親家庭の子育てを支援するため、
ひとり親が病児・病後児保育、延長・休日
保育などを利用する際の利用料金を助成

補助内容

　　　　　―
補助対象：市町（政令市除く）
補助率：1/2➡

障害児者ライフサポート事業費助成
・軽度・中等度難聴児の言語習得やコミュ
ニケーション能力の向上促進等のため、
補助対象を追加

補助対象
・ヘルパー派遣 ・短期入所
・デイサービス
・小規模多機能利用
　（重症心身障害児者向け）

左記事業のほか、軽度・中等
度難聴児に対する補聴器購
入費に係る助成制度を創設

➡

静岡式35人学級編制
・全学年への導入

対象学年
小１、2・小4～6・中1～3 小・中、全学年で実施➡

中小企業向制度融資促進費助成
・県内企業の成長産業分野への参入促進
のための融資制度を追加

資金区分

経営安定資金
新事業展開支援資金  ほか

左記事業のほか、
成長産業分野支援資金を新設
（通常の特別政策資金より
      0.2％高い利子補給率）

➡

待機児童解消特別対策事業費
・年度途中の乳児（0歳児）の入所に対応
する保育士を年度当初から確保する施
設に対して経費を助成

補助内容

　　　　　―

実施主体：市町（政令市除く）
補助対象：民間保育所
補助率： 県1/3、市町1/3、
　　　  事業者1/3

➡

プロジェクト「TOUKAI-0」
　　　　　　　　総合支援事業費
・高齢者のみ世帯の耐震補強計画策定に
係る自己負担軽減（無料化）制度を拡充

補助率
国  1/3、県  1/6
市町  1/6、自己負担  1/3

国  1/3、県  1/3
市町  1/3、自己負担  －➡

住宅リフォーム支援事業費助成
・高齢者型、県産材型に加え子育て型を
拡充

補助対象
【高齢者型】
　65歳以上の高齢者がいる
　世帯を対象
【県産材型】
　県産材使用量 10㎡以上

左記事業のほか
【子育て型】（追加）
　小学校入学前の子どもが
　いる世帯を対象

➡

危
機
管
理

教
　
育

子
育
て
支
援

障
害
者
支
援

経
済
産
業

く
ら
し
・
環
境

予
算
重
点
要
望
事
項
に

　
対
す
る
知
事
の
回
答

❶
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の

　
対
応

　

県
内
全
域
に
お
い
て
、
堤
防

や
水
門
の
整
備
の
ほ
か
、
水
門

等
へ
の
避
難
用
階
段
の
設
置
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
町
が
行
う
津
波
対
策
を
強
化

す
る
た
め
、「
大
規
模
地
震
対

策
等
総
合
支
援
事
業
費
」
の
津

波
関
連
事
業
の
補
助
限
度
額
の

撤
廃
を
、
平
成
27
年
度
ま
で
延

長
致
し
ま
す
。

❷
経
済
産
業
・
雇
用
対
策
の

　
強
化
、
充
実

　

雇
用
対
策
と
し
て
、
新
卒
者

か
ら
若
者
、
中
高
年
者
、
子
育

て
女
性
ま
で
の
幅
広
い
求
職
者

に
対
し
、
実
効
性
の
高
い
就
職

支
援
を
行
う
た
め
、「
し
ず
お

か
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
県

内
３
か
所
に
設
置
致
し
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
の
経
営
改
善

に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
す

る
た
め
、
専
門
家
派
遣
の
拡
充

や
、
経
営
革
新
に
必
要
な
資
金

調
達
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

❸
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
充
実

　

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け

て
、
保
育
所
等
の
施
設
整
備
や

保
育
士
の
確
保
支
援
な
ど
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

発
達
障
害
児
者
へ
の
相
談
体
制

の
強
化
を
図
る
た
め
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
増
員
致
し
ま
し
た
。

❹
教
育
・
人
づ
く
り
の
充
実

　

静
岡
式
35
人
学
級
編
制
が
小

中
学
校
の
全
学
年
で
、
来
年
度

中
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
特
別
支
援
学
校
の
狭
あ
い

化
を
解
消
す
る
た
め
、
沼
津
城

北
高
等
学
校
と
焼
津
水
産
高
等

学
校
内
に
高
等
部
の
分
校
を
４

月
に
開
校
致
し
ま
す
。

❺
豊
か
な
県
民
の
暮
ら
し
の
実
現

　

通
学
路
等
の
安
全
対
策
や
地

域
の
孤
立
防
止
な
ど
に
向
け
た

「
交
通
環
境
改
善
緊
急
対
策
事

業
費
」
や
、
多
発
す
る
集
中
豪

雨
等
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
の
「
局
地
豪
雨
緊

急
対
策
事
業
費
」
を
新
た
に
計

上
致
し
て
お
り
ま
す
。

❻
分
散
自
立
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　
構
築

　

中
小
企
業
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
の
導
入
を
支
援
す
る
た

め
、
県
の
制
度
融
資
を
活
用
し
、

最
大
限
の
利
子
補
給
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
急
速
充

電
器
の
整
備
に
対
し
て
支
援
を

行
い
、
電
気
自
動
車
等
の
普
及

促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

❼
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

　

個
人
住
民
税
の
徴
収
対
策
を

強
化
致
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

県
有
施
設
に
お
け
る
自
動
販
売

機
の
設
置
者
の
公
募
化
や
未
利

用
財
産
の
計
画
的
な
売
却
を
図

る
こ
と
を
通
し
て
、
行
財
政
改

革
大
綱
に
基
づ
く
取
り
組
み
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
月
定
例
会
で
は
、
県
内
教
職
員
の
早
期
退
職
・
再
雇
用
の

問
題
や
、
県
道
豊
田
竜
洋
線
（
磐
田
市
）
拡
幅
工
事
の
遅
れ
に

伴
う
国
へ
の
交
付
金
返
還
の
問
題
等
が
議
論
さ
れ
、
新
聞
・
ニ
ュ
ー

ス
等
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
12
月
に
、
私

が
所
属
し
て
お
り
ま
す
自
民
改
革
会
議
が
、
知
事
に
対
し
て
要

望
し
た
項
目
に
つ
い
て
、
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
紙
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
ご
一
読
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

ま
た
、
２
月
定
例
会
で
は
、
私
自
身
、
県
議
会
で
二
回
目
と

な
り
ま
す
一
般
質
問
の
機
会
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。日
頃
、

地
域
の
皆
様
か
ら
頂
い
て
い
る
ご
意
見
・
ご
要
望
を
参
考
に
、
地

域
で
抱
え
て
い
る
身
近
な
課
題
か
ら
県
政
全
般
に
渡
る
課
題
ま

で
、
８
項
目
を
取
り
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。「
大
ジ
ェ
ス
ト

第
８
号
・
増
刊
号
」
に
全
項
目
の
要
旨
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
の
で
、
ご
覧
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、暮
ら
し
の
「
い
ま
」
と
「
未
来
」
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、

住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も「
大

ジ
ェ
ス
ト
」
や
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
議
会
活
動
を
掲
載
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
頂
き
、
皆
様
の
ご
意
見
を
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
本　

大

　
　

　

２
月
定
例
会
で
は
、
県
内
教
職
員
の
早
期
退
職
・
再
雇
用
の

問
題
や
、
県
道
豊
田
竜
洋
線
（
磐
田
市
）
拡
幅
工
事
の
遅
れ
に

伴
う
国
へ
の
交
付
金
返
還
の
問
題
等
が
議
論
さ
れ
、
新
聞
・
ニ
ュ
ー

ス
等
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
12
月
に
、
私

が
所
属
し
て
お
り
ま
す
自
民
改
革
会
議
が
、
知
事
に
対
し
て
要

望
し
た
項
目
に
つ
い
て
、
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
紙
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
ご
一
読
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

ま
た
、
２
月
定
例
会
で
は
、
私
自
身
、
県
議
会
で
二
回
目
と

な
り
ま
す
一
般
質
問
の
機
会
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。日
頃
、

地
域
の
皆
様
か
ら
頂
い
て
い
る
ご
意
見
・
ご
要
望
を
参
考
に
、
地

域
で
抱
え
て
い
る
身
近
な
課
題
か
ら
県
政
全
般
に
渡
る
課
題
ま

で
、
８
項
目
を
取
り
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。「
大
ジ
ェ
ス
ト

第
８
号
・
増
刊
号
」
に
全
項
目
の
要
旨
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
の
で
、
ご
覧
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、暮
ら
し
の
「
い
ま
」
と
「
未
来
」
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、

住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も「
大

ジ
ェ
ス
ト
」
や
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
議
会
活
動
を
掲
載
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
頂
き
、
皆
様
の
ご
意
見
を
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
本　

大

　
　

確
か
な
景
気
回
復
へ

確
か
な
景
気
回
復
へ

『自民党柑橘振興議員連盟』視察

＜第35回えひめみかん祭り＞
　「愛あるかんきつ　心いっぱい！愛顔いっぱい！」をテーマに開催。 愛媛県オリジナ
ルである「紅まどんな」や「甘平」、「ひめのつき」などをはじめ、約18種類の柑橘類の品評
会や生産者による対面販売を実施し、柑橘に関わる様々なイベントを通じて消費拡大
を図る。
　主催者は、愛媛県、JA全農えひめ、愛媛県果樹研究同志会、愛媛県女性果樹同志会、愛
媛新聞社となっている。
　会場は、デパートに併設された特設会場である「スカイドーム」。 一般の買い物客によ
る相乗効果もあって、かなりにぎわっていた。 試食などを通して好みの農産品を選び、
購入される客も多かった。
　会場で見られた柑橘類は以下の通り。
　紅まどんな、甘平、ひめのつき、温州みかん、はれひめ、デコポン、いよかん、ポンカン、
天草、はるみ、せとか、八朔、甘夏、はるか、清見、カラ、河内晩柑、レモンなど。

ふじのくに農芸品フェア2013

水産ブース

ふじのくに農芸品販売コーナー

来場者で溢れ、活況に満ちた会場

平成25年度

第8号１

B3オフリンサイズ／545mm×382mm（広告スペース／520mm×370mm）

第8号４

デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却

　
　
　
　
　
強
い
日
本
へ

日時  平成25年8月25日（日） 午後
場所  焼津文化会館 小ホール

〒425-0062　焼津市中根新田1157　TEL 054-624-1555 FAX 054-624-1333
E-mail tsukamoto-dai@almond.ocn.ne.jp　http://tsukamoto-dai.com

県政報告会開催のお知らせ

※開催時間・懇親会費等、詳細につきましては、後日（６月中旬以降）事務所にお問い合わせください。

つかもと 大 静岡県議会議員 事務所のご案内
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北朝鮮の核実験に抗議する決議
　去る2月12日、北朝鮮は我が国を初め国際社会からの再三にわたる中止要請にも
かかわらず核実験を実施した。
　この行為は、核実験を禁止した国連安保理決議に違反することは明白であり、東ア
ジア地域のみならず国際社会の平和と安全に重大な脅威を与えるものであり、断じ
て容認できない。
　本県議会は、北朝鮮が、先のミサイル発射に続きこのような暴挙に出たことに対
し、重ねて厳重に抗議するとともに、世界の恒久平和の実現に向け、国際社会が核兵
器の根絶のため最大限の努力を払うことを強く望むものである。

総
務
委
員
会

県
道
豊
田
竜
洋
線
改
築
事
業
に

お
け
る
不
適
切
な
事
務
処
理
が

８
年
間
に
わ
た
っ
て
放
置
さ
れ

た
結
果
生
じ
た
国
庫
返
還
金
の

責
任
の
所
在
に
つ
い
て

　

平
成
16
年
当
時
に
用
地
補
償

費
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
誰
の

判
断
で
支
払
わ
れ
た
の
か
詳
細

に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
関

係
者
は
約
90
人
に
の
ぼ
り
、
主

な
管
理
監
督
者
の
多
く
が
す
で

に
退
職
し
て
い
る
が
、
交
通
基

盤
部
か
ら
の
資
料
の
精
査
と
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
進
め
、
そ
の
調
査

結
果
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
責
任
の
所

在
を
判
断
し
、
関
係
者
の
処
分

を
検
討
す
る
。

※
な
お
、
県
道
豊
田
竜
洋
線
の

道
路
改
築
事
業
に
係
る
国
庫

返
還
金
及
び
加
算
金
の
執
行

に
つ
い
て
、
附
帯
決
議
を
全

員
一
致
で
可
決
。
そ
の
内
容

は
、
４
ペ
ー
ジ
参
照
。

く
ら
し
環
境
委
員
会

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
に

お
い
て
、
新
規
で
助
成
を
行
う

「
子
育
て
型
」
の
補
助
対
象
工

事
等
に
つ
い
て

　

子
育
て
世
帯
が
居
住
環
境
を

改
善
す
る
た
め
に
行
う
浴
室
や

ト
イ
レ
等
の
水
回
り
の
改
修
、

内
装
工
事
全
般
な
ど
幅
広
く
対

象
と
し
て
い
る
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

に
は
、
こ
の
ほ
か
「
高
齢
者
型
」

と「
県
産
材
型
」が
あ
る
が
、「
県

産
材
型
」
に
つ
い
て
は
「
子
育

て
型
」
ま
た
は
「
高
齢
者
型
」

と
の
併
用
を
可
能
と
し
て
お
り
、

県
産
材
を
使
っ
た
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
の
促
進
を
図
っ
て
い

く
。

厚
生
委
員
会

看
護
職
員
の
確
保
対
策
に
つ
い

て
　

看
護
師
等
養
成
施
設
卒
業
者

の
県
内
就
業
促
進
の
た
め
、
県

内
の
定
め
ら
れ
た
医
療
機
関
で

一
定
期
間
勤
務
す
れ
ば
返
済
が

免
除
さ
れ
る
看
護
職
員
修
学
資

金
の
貸
付
事
業
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
離
職
防
止
対
策
事
業
と

し
て
、
医
療
現
場
で
の
技
術
及

び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に

不
安
を
抱
え
る
新
人
看
護
職
員

へ
の
卒
後
研
修
を
実
施
す
る
医

療
機
関
に
助
成
を
行
う
と
と
も

に
、
研
修
を
単
独
で
実
施
す
る

こ
と
が
困
難
な
小
規
模
医
療
機

関
に
つ
い
て
は
、
看
護
協
会
に

委
託
し
合
同
研
修
を
行
う
。
さ

ら
に
、
子
育
て
世
代
の
看
護
職

員
を
支
援
す
る
た
め
、
病
院
内

保
育
所
を
運
営
す
る
医
療
機
関

へ
の
助
成
や
、
看
護
職
員
が
健

康
で
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
労

働
局
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
す

る
労
務
管
理
者
向
け
の
研
修
に

企
画
段
階
か
ら
参
加
す
る
な

ど
、
労
働
局
と
連
携
し
て
看
護

職
員
の
確
保
と
定
着
に
努
め
て

い
き
た
い
。

そ
の
他
の
委
員
会
で
の
質
疑
応
答
の
一
部
紹
介

産
業
委
員
会

２
月
23
、
24
日
に
グ
ラ
ン
シ
ッ

プ
で
開
催
し
た
「
ふ
じ
の
く
に

農
芸
品
フ
ェ
ア
2
0
1
3
」
の

評
価
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

　

今
回
の
フ
ェ
ア
は
、
近
年
グ

ラ
ン
シ
ッ
プ
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
の
中
で
は
最
高
の
人
出
と
な

る
約
４
万
8
0
0
0
人
の
来
場

者
が
あ
っ
た
。
出
展
者
か
ら
は

「
非
常
に
良
い
Ｐ
Ｒ
の
場
に
な
っ

た
」、「
消
費
者
の
意
見
を
直
接

知
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
よ

か
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
、
ふ
じ
の
く
に
農
芸

品
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
の
構
成

員
で
あ
る
農
林
水
産
関
係
団
体

か
ら
も
「
今
後
も
ぜ
ひ
継
続
し

て
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が

寄
せ
ら
れ
た
。
今
年
度
は
静
岡

市
で
開
催
し
た
こ
と
か
ら
、
来

年
度
は
西
部
地
区
の
浜
松
市
で

開
催
し
、
県
内
幅
広
い
地
域
で

農
林
水
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
そ

の
消
費
拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い
。

建
設
委
員
会

県
道
豊
田
竜
洋
線
の
道
路
改
築

事
業
に
係
る
不
適
切
な
事
務
処

理
に
よ
り
、
多
額
の
国
庫
返
還

金
と
加
算
金
が
生
じ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
問
題
が
こ
こ
ま
で
長
期

化
し
た
経
緯
、
責
任
の
所
在
及

び
再
発
防
止
策
な
ど
に
つ
い
て

　

土
地
の
所
有
権
移
転
登
記
が

済
ん
で
い
た
た
め
、
物
件
の
撤

去
及
び
土
地
明
け
渡
し
を
確
認

し
な
い
ま
ま
、
土
地
・
物
件
補

償
費
の
支
払
い
を
し
て
し
ま
っ

た
。
元
土
地
所
有
者
や
賃
借
人

と
交
渉
を
任
意
に
進
め
て
き
た

が
、
リ
ス
ク
管
理
に
問
題
が
あ
っ

た
た
め
、
こ
れ
ま
で
長
期
間
を

要
し
て
し
ま
っ
た
。
早
期
に
別

の
対
処
方
法
を
と
る
べ
き
で
あ
っ

た
と
認
識
し
て
お
り
、
結
果
的

に
多
額
の
返
還
金
が
生
じ
た
こ

と
を
重
く
受
け
と
め
、
深
く
反

省
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
経
営
管
理
部
と
協

力
し
て
詳
細
な
事
実
確
認
と
原

因
分
析
を
行
っ
て
い
き
、
返
還

金
に
つ
い
て
は
調
査
結
果
等
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
退
職
者
も
含

め
て
職
員
か
ら
の
負
担
を
求
め

て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
職
員
が
問
題
を
抱

え
込
ま
ず
に
共
通
認
識
を
持
っ

て
問
題
解
決
に
当
た
る
体
制
づ

く
り
や
、
出
先
機
関
の
課
長
職

以
上
の
全
職
員
を
対
象
と
し
た

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
を

実
施
す
る
な
ど
徹
底
し
た
再
発

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
な
お
、
県
道
豊
田
竜
洋
線
の

道
路
改
築
事
業
に
係
る
国
庫

返
還
金
及
び
加
算
金
の
執
行

に
つ
い
て
、
附
帯
決
議
を
全

員
一
致
で
可
決
。
そ
の
内
容

は
、
下
記
参
照
。

文
教
警
察
委
員
会

教
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
制

度
の
内
容
及
び
試
験
の
実
施
状

況
に
つ
い
て

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
に
対

応
す
る
た
め
に
地
方
公
務
員
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
平
成
13
年
度
か
ら
現
在

の
再
任
用
制
度
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
制
度
で
は
、
定
年

退
職
者
に
加
え
、
静
岡
県
定
年

退
職
者
等
の
再
任
用
に
関
す
る

条
例
で
定
め
る
定
年
退
職
者
に

準
ず
る
者
が
再
任
用
の
対
象
と

さ
れ
て
い
る
。

　

来
年
度
の
再
任
用
者
の
選
考

に
あ
た
っ
て
は
、
応
募
が
あ
っ
た

4
2
7
名
に
つ
い
て
、
昨
年
11

月
に
書
類
の
審
査
及
び
面
接
試

験
を
行
っ
た
結
果
、
3
8
9
名

が
合
格
し
、
再
任
用
候
補
者
名

簿
に
登
載
さ
れ
て

お
り
、
最
終
的
に

は
、
3
月
15
日
の

教
育
委
員
会
に
お

い
て
他
の
人
事
案

件
と
と
も
に
議
案

と
し
て
判
断
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

※
な
お
、
委
員
か

ら
は
、
再
任
用

内
定
者
の
う
ち
、
退
職
手
当

減
額
前
の
早
期
退
職
者
63
名

の
再
任
用
に
つ
い
て
は
、
県

民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
と

い
っ
た
意
見
や
、
現
状
の
制

度
の
中
で
は
認
め
ら
れ
て
お

り
粛
々
と
処
理
す
べ
き
で
あ

る
な
ど
の
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

地
域
医
療
体
制
の

充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

❶
地
域
特
性
や
医
師
不
足
が
深

刻
な
診
療
科
に
配
慮
し
た
、
よ

り
適
切
な
診
療
報
酬
上
の
評
価

を
行
う
な
ど
、
医
師
の
偏
在
を

解
消
す
る
方
策
を
早
急
に
講
じ

る
こ
と
。

❷
病
院
・
診
療
所
の
管
理
者
と

な
る
要
件
に
医
師
不
足
の
地
域

や
診
療
科
に
お
け
る
一
定
期
間

の
診
療
経
験
を
付
加
す
る
な
ど
、

医
師
確
保
に
向
け
た
実
効
性
の

あ
る
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
。

❸
病
院
勤
務
医
の
処
遇
改
善
や

負
担
軽
減
策
の
一
層
の
充
実
を

図
る
こ
と
。

消
費
税
増
税
時
の
住
宅
取
得
者

へ
の
対
策
を
求
め
る
意
見
書

　

国
に
お
い
て
は
、
消
費
税
増

税
時
に
住
宅
に
つ
い
て
減
税
を

行
う
な
ど
住
宅
取
得
者
に
配
慮

し
た
恒
久
的
な
対
策
を
講
じ
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
実
用

化
を
求
め
る
意
見
書

❶
採
掘
技
術
を
中
心
と
し
た
人

材
の
確
保
や
産
学
連
携
に
よ
る

研
究
開
発
な
ど
に
対
し
集
中
投

資
を
行
い
、
民
間
投
資
を
促
す

国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

取
り
組
む
こ
と
。

❷
単
な
る
開
発
・
研
究
に
と
ど

ま
る
こ
と
な
く
、
将
来
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
給
や
商
業
化
を
見
通

し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
。

❸
現
在
、
見
直
し
作
業
中
の
海

洋
基
本
計
画
に
技
術
整
備
計
画

を
明
記
す
る
こ
と
。

大
気
汚
染
物
質
対
策
に
関
す
る

意
見
書

❶
国
民
に
対
し
て
Ｐ
Ｍ
２
・
５

の
環
境
基
準
値
の
設
定
根
拠
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
健
康

へ
の
影
響
、
観
測
状
況
及
び
防

護
対
策
に
つ
い
て
広
報
し
、
必

要
に
応
じ
て
関
係
機
関
に
情
報

伝
達
・
指
導
を
す
る
こ
と
。

❷
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
高
濃
度
現
象

の
原
因
を
早
急
に
究
明
す
る
こ

と
。

❸
中
国
大
陸
か
ら
の
大
気
汚
染

物
質
の
移
流
が
要
因
で
あ
る
場

合
は
、
当
該
発
生
国
に
対
し
て

汚
染
物
質
の
排
出
削
減
を
厳
し

く
求
め
、
我
が
国
に
お
け
る
Ｐ

Ｍ
２
・
５
の
高
濃
度
現
象
が
発

生
す
る
よ
う
な
事
態
を
招
か
な

い
よ
う
強
力
に
要
請
す
る
こ
と
。

脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
断
と
治

療
に
関
す
る
意
見
書

❶
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
の
治
療

基
準
を
速
や
か
に
定
め
、
平
成

26
年
度
か
ら
保
険
を
適
用
す
る

こ
と
。

❷
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
断
・

治
療
に
関
す
る
研
究
を
平
成
25

年
度
以
降
も
継
続
し
、
診
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
早
期
に
作
成
す

る
と
と
も
に
、
子
供
に
特
化
し

た
研
究
及
び
周
辺
病
態
の
解
明

を
行
う
こ
と
。

❸
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
実
態
調

査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
患

者
・
家
族
に
対
す
る
相
談
及
び

支
援
の
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪
捜
査
の
体
制
強

化
を
求
め
る
意
見
書

❶
専
門
的
技
術
・
知
識
を
有
す

る
技
術
者
等
を
民
間
か
ら
積
極

的
に
採
用
す
る
な
ど
人
員
体
制

の
強
化
を
図
る
こ
と
。

❷
民
間
企
業
や
海
外
関
係
機
関

等
と
の
捜
査
連
携
の
強
化
を
図

る
た
め
の
法
整
備
を
行
う
こ
と
。

※
詳
し
い
内
容
は
、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　
し
て
あ
り
ま
す
の
で

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
へ
の
意
見
書

国
へ
の
意
見
書

国
へ
の
意
見
書

企
画
文
化
観
光
委
員
会
で
の

　
　
　
質
疑
応
答
の
一
部
紹
介

❶
富
士
山
静
岡
空
港
の
本
年
度

の
利
用
促
進
の
取
り
組
み
と
そ
の

総
括
及
び
来
年
度
に
向
け
て
の
戦

略
に
つ
い
て
伺
う
。

　

東
日
本
大
震
災
等
に
よ
る
利

用
者
の
低
迷
が
あ
る
中
、
様
々

な
利
用
促
進
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
台
北
便
の
1
便
増
便
や
全

日
空
の
就
航
機
材
の
大
型
化

等
、
提
供
座
席
数
の
約
15
万
席

の
増
加
に
繋
が
っ
た
。
ま
た
、

武
漢
線
の
定
期
就
航
は
、
全
国

で
も
福
岡
空
港
と
富
士
山
静
岡

空
港
の
み
で
、
大
変
貴
重
な
路

線
で
あ
る
。
こ
う
し
た
今
年
度

の
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

２
月
末
ま
で
に
利
用
者
が
３
万

３
０
０
０
人
増
加
し
て
い
る
。

　

来
年
度
と
し
て
は
、
定
期
便

の
利
用
実
績
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
第
一
と
考
え
、
利
用
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
そ
れ
と

並
行
し
て
、
既
存
航
空
会
社
や

L
C
C
へ
の
訪
問
に
よ
る
働
き

掛
け
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
教
育
旅
行

と
い
っ
た
底
堅
い
需
要
創
出
へ
の

取
り
組
み
、
さ
ら
に
は
、
利
用

率
の
低
い
東
部
や
西
部
で
の
重

点
的
な
利
用
促
進
の
取
り
組
み

を
総
合
的
に
実
施
し
て
い
く
。

❷
富
士
山
静
岡
空
港
の
底
堅
い

需
要
の
創
出
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
、
教
育
旅
行
の
需
要

拡
大
が
重
要
で
あ
る
。
一
方
で
、

富
士
山
静
岡
空
港
の
発
着
時
間

が
悪
い
と
の
意
見
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
発
着
時

間
の
改
善
に
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
教
育

旅
行
の
需
要
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
状
況
を
伺
う
。

　

教
育
旅
行
で
の
富
士
山
静
岡

空
港
利
用
に
つ
い
て
、
他
空
港

に
比
べ
、
一
部
で
発
着
時
間
が

不
利
な
の
は
承
知
し
て
い
る
。

航
空
会
社
と
の
発
着
時
間
改
善

に
向
け
た
協
議
の
た
め
に
も
、

利
用
者
実
績
を
向
上
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
現
行
ダ

イ
ヤ
の
中
で
の
利
用
実
績
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、

教
育
旅
行
の
利
用
実
態
で
、
沖

縄
線
利
用
が
12
月
に
集
中
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
学
校
等
に
対

し
、
こ
の
よ
う
な
ピ
ー
ク
を
分

散
さ
せ
る
よ
う
に
働
き
掛
け
る

な
ど
、
他
空
港
利
用
の
教
育
旅

行
を
少
し
で
も
富
士
山
静
岡
空

港
利
用
に
切
り
替
え
る
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
る
。

企
画
文
化
観
光
委
員
会

答
弁
内
容
の
一
部
紹
介

　

自
民
改
革
会
議
と
し
て
は
、

本
会
議
に
お
い
て
、
以
下
の
内

容
を
代
表
質
問
致
し
ま
し
た
。

⑴
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
❶
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
評
価
に

対
す
る
知
事
の
所
感

　
❷
ふ
じ
の
く
に
の
実
像

　
❸
沿
岸
地
域
を
含
め
た
本
県

の
均
衡
あ
る
発
展
に
対
す

る
知
事
の
考
え

　
❹
教
育
行
政
に
対
す
る
姿
勢

⑵
平
成
25
年
度
当
初
予
算
編
成

に
つ
い
て

⑶
地
域
外
交
の
成
果
に
つ
い
て

⑷
被
虐
待
児
へ
の
対
応
に
つ
い

て
⑸
雇
用
創
造
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
推
進
に
つ
い
て

⑹
茶
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て

⑺
新
た
な
産
業
分
野
の
育
成
に

つ
い
て

⑻
第
４
次
地
震
被
害
想
定
へ
の

対
応
に
つ
い
て

　
❶
想
定
結
果
の
県
民
へ
の
伝

え
方

　
❷
津
波
対
策
の
進
め
方

⑼
強
い
県
土
づ
く
り
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
❶
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策

　
❷
農
業
農
村
整
備
の
推
進

⑽
富
士
山
静
岡
空
港
に
つ
い
て

　
❶
空
港
の
運
営
体
制

　
❷
利
活
用
の
促
進

⑾
教
育
行
政
の
あ
り
方
検
討
会

中
間
ま
と
め
へ
の
対
応
に
つ

い
て

⑿
平
成
25
年
の
警
察
運
営
の
重

点
に
つ
い
て

⑴
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
❸
沿
岸
地
域
を
含
め
た
本
県

の
均
衡
あ
る
発
展
に
対
す

る
知
事
の
考
え

【
質
問
要
旨
】

　

去
る
２
月
15
日
に
、
内
陸
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
拓
く
取
り
組

み
に
関
す
る
総
合
特
区
の
指
定

が
決
定
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
沿

岸
部
の
空
洞
化
に
留
意
す
る
な

ど
の
留
保
条
件
が
付
い
た
と
聞

い
て
い
る
。

　
特
に
、
沿
岸
部
で
防
災
・
減

災
対
策
を
最
優
先
で
進
め
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
対
策

の
先
に
、
将
来
ど
の
よ
う
な
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
の

か
を
、
県
民
や
県
内
企
業
の

方
々
に
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　
今
ま
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
本
県
の
将
来
は
沿
岸
地

域
の
活
性
化
に
掛
か
っ
て
お
り
、

沿
岸
地
域
を
含
め
、
本
県
全
体

で
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。

　
そ
こ
で
、
県
は
、
沿
岸
部
の

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
知
事
答
弁
】

　

本
県
の
沿
岸
地
域
で
は
、
こ

れ
ま
で
多
彩
な
産
業
活
動
が
展

開
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
県

内
経
済
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の

経
済
成
長
に
大
き
く
寄
与
し
て

ま
い
っ
た
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津

波
災
害
を
目
の
当
た
り
に
致
し

ま
し
て
、
こ
う
し
た
沿
岸
地
域

に
対
し
ま
し
て
は
、
危
機
感
が

募
っ
て
い
る
中
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
の
発
生
も
懸
念
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
津
波
災
害
に

対
す
る
不
安
が
急
速
に
高
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

　

内
陸
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
拓
く

取
り
組
み
は
、
こ
う
し
た
状
況

を
踏
ま
え
て
提
示
さ
れ
た
も
の

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
大
き
く
は

３
つ
か
ら
な
り
ま
す
。
一
つ
は
、

内
陸
部
の
活
用
で
あ
り
ま
す
。

二
つ
は
、
沿
岸
部
の
刷
新
で
あ

り
ま
す
。
三
つ
は
、
そ
れ
ら
を

結
ぶ
地
域
連
携
軸
の
形
成
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通
じ
ま
し

て
、
地
域
全
体
の
活
性
化
を
図

り
、
県
全
体
で
均
衡
あ
る
県
土

の
発
展
を
目
指
す
、
と
い
う
の

が
内
陸
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
構
想
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

特
に
、
最
優
先
で
取
り
組
む

の
は
、
防
災
・
減
災
対
策
で
あ

り
ま
す
。
沿
岸
部
に
対
し
て
は
、

防
潮
堤
の
整
備
、
水
門
の
設
置
、

河
川
・
海
岸
・
港
湾
・
漁
港
に

お
け
る
対
策
、
公
共
建
築
物
や

木
造
住
宅
等
の
耐
震
化
、
津
波

避
難
タ
ワ
ー
、
命
山
、
避
難
路

等
を
計
画
的
に
整
備
し
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
方
策
を
、
前
倒
し

で
進
め
る
こ
と
を
通
し
て
、
地

震
・
津
波
対
策
を
推
進
し
て
い

る
の
が
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
想
定
さ
れ
る
被

害
を
可
能
な
限
り
軽
減
す
る
観

点
で
、
企
業
や
住
民
等
の
避
難

地
や
移
転
先
と
な
る
受
け
皿
の

確
保
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
受
け
皿
の
確
保

や
移
転
跡
地
の
活
用
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、「
沿
岸
部
の
空
洞

化
」
に
留
意
致
し
ま
し
て
、
可

能
な
限
り
域
内
に
お
け
る
企
業

活
動
や
住
民
生
活
の
維
持
・
発

展
が
図
れ
ま
す
よ
う
に
、
関
係

市
町
や
民
間
企
業
と
と
も
に
知

恵
を
出
し
合
っ
て
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
「
内
陸
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
拓

く
取
り
組
み
」
の
名
称
に
つ
き

ま
し
て
は
、「
ふ
じ
の
く
に
防
災

減
災
・
地
域
成
長
モ
デ
ル
」
と

い
う
副
題
が
付
け
加
え
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
沿
岸
部
を
含
め
た

県
内
全
域
に
お
け
る
「
安
全
・

安
心
な
地
域
づ
く
り
」
と
「
地

域
資
源
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
」、
こ
れ
を
目
指

す
取
り
組
み
と
し
て
御
理
解
頂

け
る
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ

て
、
そ
う
し
た
形
で
我
々
も
配

慮
を
十
分
尽
く
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

２
月
定
例
会

本
会
議

自
民
改
革
会
議

〈
代
表
質
問
〉

⑦道路拡幅改良（昭和橋～島田市境）

⑤道路拡幅改良（楠沢橋～大出橋）

②道路拡幅改良（焼津市境～国道１号）

⑥橋梁改築（山鼻橋）橋長 、幅員

①道路拡幅改良（東名焼津インター～藤枝市境） ｍ

静
岡
焼
津
線

藤 枝 市

藤 枝 市

焼 津 市

新 東 名 高 速 道 路

東 名 高 速 道 路

焼津

藤枝岡部

藤枝

藤枝

『治山・砂防事業推進議員連盟』現地視察

No08-P3-7-

＜林地荒廃防止施設災害復旧事業・社会資本整備総合交付金事業＞
　平成23年7月20日、台風6号に伴う豪雨により、鍵ワ沢流域（静岡市葵区坂本）の山腹
が崩壊。 林地荒廃防止施設災害復旧事業と社会資本整備総合交付金事業の協調によ
り、治山・砂防事業を実施。

＜災害関連緊急急傾斜地崩壊対策事業＞
　平成23年9月21日、台風15号に伴う豪雨により、桂山沼側急傾斜地（静岡市葵区桂
山）にて、斜面が崩壊。 災害関連緊急急傾斜地崩壊対策事業により、法面対策を実施。

『天竜浜名湖鉄道株式会社』 視察

　静岡県は、天竜浜名湖鉄道に対し、市町と連携して経営支援を行うとと
もに、沿線地域の交流人口の拡大と鉄道利用客増加に取り組んでいる。
　一方、会社は、平成20年12月に策定した新経営計画に基づき、平成21
年度から25年度までの５カ年で、経営改善に積極的に取り組んでいる。
同社の経営状況や取り組み等、現状について調査した。

　主要地方道焼津森
線には、整備促進を目
的とした期成同盟会が
存在する。同会の顧問を
努める塚本は、関係者ととも
に、毎年要望活動を行なっている。

2011年（平成23年）12月定例会の一般質問で塚本が取り上げた 「県道焼津森線の　　　　　整備状況」 
焼津市
（東名焼津インター～藤枝市境）　L=0.9km

藤枝市
（焼津市境～国道１号）　L=1.5km

『主要地方道焼津森線道路整備促進期成同盟会』
による要望活動

実施状況

○平成24年度は、東名アンダーボックスの設計および、東名焼津ICから藤枝市
境までの道路の詳細設計に着手した。

○平成25年度は、引き続き東名アンダーボックスと道路の詳細設計を行うと
ともに、用地測量を実施する。

○平成26年度以降は、道路設計に伴う都市計画決定の変更を行い、街路事業
（交付金）により、道路拡幅（４車線化）を実施していく。

）

⑤道路拡幅改良（楠沢橋～大出橋） ②道路拡幅改良（焼津市境～国道１号）
⑥橋梁改築（山鼻橋）橋長 、幅員 ①道路拡幅改良（東名焼津インター～藤枝市境） ｍ

静
岡
焼
津
線

藤 枝 市

焼 津 市

新 東 名 高 速 道 路

東 名 高 速 道 路

焼津

藤枝岡部

藤枝

藤枝

起点側から終点側を望む

終点側から起点側を望む

起点側から終点側を望む

広幡橋付近整備状況

　焼津市境から国道１号までの区間約1.5㎞
は、現東名高速道路と新東名高速道路を結ぶ
重要路線に位置づけられており、慢性的な交
通渋滞の緩和と幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸの強化を図る
ため、早期の整備完了を要望。

　東名焼津インターから藤枝市境までの区間
約0.9㎞は、現東名高速道路と新東名高速道
路を結ぶ重要路線であり、平成24年4月に新
東名高速道路が開通し、今後、土地利用の増
進により交通量の大幅な増加が予想されるの
で、計画的な事業促進が図られるよう要望。

区　　間
○焼津市境から葉梨川までを道路事業（交付金）により、また葉梨川から国道１号
までを街路事業（交付金）により、道路拡幅（４車線化）を実施している。

○平成24年度は、橋梁上部工、用地買収を実施している。
○平成25年度は、引き続き橋梁上部工、用地買収を実施する予定である。
○国道1号から、葉梨川までを平成25年度に、葉梨川から焼津市境までを平成20
年代後半に開通する予定である。

藤枝市（焼津市境～国道１号）焼津市（東名焼津ＩＣ～藤枝市境）

国
道
1号

その後の

企画文化
観光委員会

藤枝市岡部支所

第8号３ 第8号２



北朝鮮の核実験に抗議する決議
　去る2月12日、北朝鮮は我が国を初め国際社会からの再三にわたる中止要請にも
かかわらず核実験を実施した。
　この行為は、核実験を禁止した国連安保理決議に違反することは明白であり、東ア
ジア地域のみならず国際社会の平和と安全に重大な脅威を与えるものであり、断じ
て容認できない。
　本県議会は、北朝鮮が、先のミサイル発射に続きこのような暴挙に出たことに対
し、重ねて厳重に抗議するとともに、世界の恒久平和の実現に向け、国際社会が核兵
器の根絶のため最大限の努力を払うことを強く望むものである。

総
務
委
員
会

県
道
豊
田
竜
洋
線
改
築
事
業
に

お
け
る
不
適
切
な
事
務
処
理
が

８
年
間
に
わ
た
っ
て
放
置
さ
れ

た
結
果
生
じ
た
国
庫
返
還
金
の

責
任
の
所
在
に
つ
い
て

　

平
成
16
年
当
時
に
用
地
補
償

費
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
誰
の

判
断
で
支
払
わ
れ
た
の
か
詳
細

に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
関

係
者
は
約
90
人
に
の
ぼ
り
、
主

な
管
理
監
督
者
の
多
く
が
す
で

に
退
職
し
て
い
る
が
、
交
通
基

盤
部
か
ら
の
資
料
の
精
査
と
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
進
め
、
そ
の
調
査

結
果
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
責
任
の
所

在
を
判
断
し
、
関
係
者
の
処
分

を
検
討
す
る
。

※
な
お
、
県
道
豊
田
竜
洋
線
の

道
路
改
築
事
業
に
係
る
国
庫

返
還
金
及
び
加
算
金
の
執
行

に
つ
い
て
、
附
帯
決
議
を
全

員
一
致
で
可
決
。
そ
の
内
容

は
、
４
ペ
ー
ジ
参
照
。

く
ら
し
環
境
委
員
会

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
に

お
い
て
、
新
規
で
助
成
を
行
う

「
子
育
て
型
」
の
補
助
対
象
工

事
等
に
つ
い
て

　

子
育
て
世
帯
が
居
住
環
境
を

改
善
す
る
た
め
に
行
う
浴
室
や

ト
イ
レ
等
の
水
回
り
の
改
修
、

内
装
工
事
全
般
な
ど
幅
広
く
対

象
と
し
て
い
る
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

に
は
、
こ
の
ほ
か
「
高
齢
者
型
」

と「
県
産
材
型
」が
あ
る
が
、「
県

産
材
型
」
に
つ
い
て
は
「
子
育

て
型
」
ま
た
は
「
高
齢
者
型
」

と
の
併
用
を
可
能
と
し
て
お
り
、

県
産
材
を
使
っ
た
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
の
促
進
を
図
っ
て
い

く
。

厚
生
委
員
会

看
護
職
員
の
確
保
対
策
に
つ
い

て
　

看
護
師
等
養
成
施
設
卒
業
者

の
県
内
就
業
促
進
の
た
め
、
県

内
の
定
め
ら
れ
た
医
療
機
関
で

一
定
期
間
勤
務
す
れ
ば
返
済
が

免
除
さ
れ
る
看
護
職
員
修
学
資

金
の
貸
付
事
業
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
離
職
防
止
対
策
事
業
と

し
て
、
医
療
現
場
で
の
技
術
及

び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に

不
安
を
抱
え
る
新
人
看
護
職
員

へ
の
卒
後
研
修
を
実
施
す
る
医

療
機
関
に
助
成
を
行
う
と
と
も

に
、
研
修
を
単
独
で
実
施
す
る

こ
と
が
困
難
な
小
規
模
医
療
機

関
に
つ
い
て
は
、
看
護
協
会
に

委
託
し
合
同
研
修
を
行
う
。
さ

ら
に
、
子
育
て
世
代
の
看
護
職

員
を
支
援
す
る
た
め
、
病
院
内

保
育
所
を
運
営
す
る
医
療
機
関

へ
の
助
成
や
、
看
護
職
員
が
健

康
で
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
労

働
局
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
す

る
労
務
管
理
者
向
け
の
研
修
に

企
画
段
階
か
ら
参
加
す
る
な

ど
、
労
働
局
と
連
携
し
て
看
護

職
員
の
確
保
と
定
着
に
努
め
て

い
き
た
い
。

そ
の
他
の
委
員
会
で
の
質
疑
応
答
の
一
部
紹
介

産
業
委
員
会

２
月
23
、
24
日
に
グ
ラ
ン
シ
ッ

プ
で
開
催
し
た
「
ふ
じ
の
く
に

農
芸
品
フ
ェ
ア
2
0
1
3
」
の

評
価
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

　

今
回
の
フ
ェ
ア
は
、
近
年
グ

ラ
ン
シ
ッ
プ
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
の
中
で
は
最
高
の
人
出
と
な

る
約
４
万
8
0
0
0
人
の
来
場

者
が
あ
っ
た
。
出
展
者
か
ら
は

「
非
常
に
良
い
Ｐ
Ｒ
の
場
に
な
っ

た
」、「
消
費
者
の
意
見
を
直
接

知
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
よ

か
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
、
ふ
じ
の
く
に
農
芸

品
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
の
構
成

員
で
あ
る
農
林
水
産
関
係
団
体

か
ら
も
「
今
後
も
ぜ
ひ
継
続
し

て
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が

寄
せ
ら
れ
た
。
今
年
度
は
静
岡

市
で
開
催
し
た
こ
と
か
ら
、
来

年
度
は
西
部
地
区
の
浜
松
市
で

開
催
し
、
県
内
幅
広
い
地
域
で

農
林
水
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
そ

の
消
費
拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い
。

建
設
委
員
会

県
道
豊
田
竜
洋
線
の
道
路
改
築

事
業
に
係
る
不
適
切
な
事
務
処

理
に
よ
り
、
多
額
の
国
庫
返
還

金
と
加
算
金
が
生
じ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
問
題
が
こ
こ
ま
で
長
期

化
し
た
経
緯
、
責
任
の
所
在
及

び
再
発
防
止
策
な
ど
に
つ
い
て

　

土
地
の
所
有
権
移
転
登
記
が

済
ん
で
い
た
た
め
、
物
件
の
撤

去
及
び
土
地
明
け
渡
し
を
確
認

し
な
い
ま
ま
、
土
地
・
物
件
補

償
費
の
支
払
い
を
し
て
し
ま
っ

た
。
元
土
地
所
有
者
や
賃
借
人

と
交
渉
を
任
意
に
進
め
て
き
た

が
、
リ
ス
ク
管
理
に
問
題
が
あ
っ

た
た
め
、
こ
れ
ま
で
長
期
間
を

要
し
て
し
ま
っ
た
。
早
期
に
別

の
対
処
方
法
を
と
る
べ
き
で
あ
っ

た
と
認
識
し
て
お
り
、
結
果
的

に
多
額
の
返
還
金
が
生
じ
た
こ

と
を
重
く
受
け
と
め
、
深
く
反

省
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
経
営
管
理
部
と
協

力
し
て
詳
細
な
事
実
確
認
と
原

因
分
析
を
行
っ
て
い
き
、
返
還

金
に
つ
い
て
は
調
査
結
果
等
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
退
職
者
も
含

め
て
職
員
か
ら
の
負
担
を
求
め

て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
職
員
が
問
題
を
抱

え
込
ま
ず
に
共
通
認
識
を
持
っ

て
問
題
解
決
に
当
た
る
体
制
づ

く
り
や
、
出
先
機
関
の
課
長
職

以
上
の
全
職
員
を
対
象
と
し
た

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
を

実
施
す
る
な
ど
徹
底
し
た
再
発

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
な
お
、
県
道
豊
田
竜
洋
線
の

道
路
改
築
事
業
に
係
る
国
庫

返
還
金
及
び
加
算
金
の
執
行

に
つ
い
て
、
附
帯
決
議
を
全

員
一
致
で
可
決
。
そ
の
内
容

は
、
下
記
参
照
。

文
教
警
察
委
員
会

教
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
制

度
の
内
容
及
び
試
験
の
実
施
状

況
に
つ
い
て

　

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
に
対

応
す
る
た
め
に
地
方
公
務
員
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
平
成
13
年
度
か
ら
現
在

の
再
任
用
制
度
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
制
度
で
は
、
定
年

退
職
者
に
加
え
、
静
岡
県
定
年

退
職
者
等
の
再
任
用
に
関
す
る

条
例
で
定
め
る
定
年
退
職
者
に

準
ず
る
者
が
再
任
用
の
対
象
と

さ
れ
て
い
る
。

　

来
年
度
の
再
任
用
者
の
選
考

に
あ
た
っ
て
は
、
応
募
が
あ
っ
た

4
2
7
名
に
つ
い
て
、
昨
年
11

月
に
書
類
の
審
査
及
び
面
接
試

験
を
行
っ
た
結
果
、
3
8
9
名

が
合
格
し
、
再
任
用
候
補
者
名

簿
に
登
載
さ
れ
て

お
り
、
最
終
的
に

は
、
3
月
15
日
の

教
育
委
員
会
に
お

い
て
他
の
人
事
案

件
と
と
も
に
議
案

と
し
て
判
断
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

※
な
お
、
委
員
か

ら
は
、
再
任
用

内
定
者
の
う
ち
、
退
職
手
当

減
額
前
の
早
期
退
職
者
63
名

の
再
任
用
に
つ
い
て
は
、
県

民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
と

い
っ
た
意
見
や
、
現
状
の
制

度
の
中
で
は
認
め
ら
れ
て
お

り
粛
々
と
処
理
す
べ
き
で
あ

る
な
ど
の
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

地
域
医
療
体
制
の

充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

❶
地
域
特
性
や
医
師
不
足
が
深

刻
な
診
療
科
に
配
慮
し
た
、
よ

り
適
切
な
診
療
報
酬
上
の
評
価

を
行
う
な
ど
、
医
師
の
偏
在
を

解
消
す
る
方
策
を
早
急
に
講
じ

る
こ
と
。

❷
病
院
・
診
療
所
の
管
理
者
と

な
る
要
件
に
医
師
不
足
の
地
域

や
診
療
科
に
お
け
る
一
定
期
間

の
診
療
経
験
を
付
加
す
る
な
ど
、

医
師
確
保
に
向
け
た
実
効
性
の

あ
る
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
。

❸
病
院
勤
務
医
の
処
遇
改
善
や

負
担
軽
減
策
の
一
層
の
充
実
を

図
る
こ
と
。

消
費
税
増
税
時
の
住
宅
取
得
者

へ
の
対
策
を
求
め
る
意
見
書

　

国
に
お
い
て
は
、
消
費
税
増

税
時
に
住
宅
に
つ
い
て
減
税
を

行
う
な
ど
住
宅
取
得
者
に
配
慮

し
た
恒
久
的
な
対
策
を
講
じ
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
実
用

化
を
求
め
る
意
見
書

❶
採
掘
技
術
を
中
心
と
し
た
人

材
の
確
保
や
産
学
連
携
に
よ
る

研
究
開
発
な
ど
に
対
し
集
中
投

資
を
行
い
、
民
間
投
資
を
促
す

国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

取
り
組
む
こ
と
。

❷
単
な
る
開
発
・
研
究
に
と
ど

ま
る
こ
と
な
く
、
将
来
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
給
や
商
業
化
を
見
通

し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
。

❸
現
在
、
見
直
し
作
業
中
の
海

洋
基
本
計
画
に
技
術
整
備
計
画

を
明
記
す
る
こ
と
。

大
気
汚
染
物
質
対
策
に
関
す
る

意
見
書

❶
国
民
に
対
し
て
Ｐ
Ｍ
２
・
５

の
環
境
基
準
値
の
設
定
根
拠
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
健
康

へ
の
影
響
、
観
測
状
況
及
び
防

護
対
策
に
つ
い
て
広
報
し
、
必

要
に
応
じ
て
関
係
機
関
に
情
報

伝
達
・
指
導
を
す
る
こ
と
。

❷
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
高
濃
度
現
象

の
原
因
を
早
急
に
究
明
す
る
こ

と
。

❸
中
国
大
陸
か
ら
の
大
気
汚
染

物
質
の
移
流
が
要
因
で
あ
る
場

合
は
、
当
該
発
生
国
に
対
し
て

汚
染
物
質
の
排
出
削
減
を
厳
し

く
求
め
、
我
が
国
に
お
け
る
Ｐ

Ｍ
２
・
５
の
高
濃
度
現
象
が
発

生
す
る
よ
う
な
事
態
を
招
か
な

い
よ
う
強
力
に
要
請
す
る
こ
と
。

脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
断
と
治

療
に
関
す
る
意
見
書

❶
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
の
治
療

基
準
を
速
や
か
に
定
め
、
平
成

26
年
度
か
ら
保
険
を
適
用
す
る

こ
と
。

❷
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
断
・

治
療
に
関
す
る
研
究
を
平
成
25

年
度
以
降
も
継
続
し
、
診
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
早
期
に
作
成
す

る
と
と
も
に
、
子
供
に
特
化
し

た
研
究
及
び
周
辺
病
態
の
解
明

を
行
う
こ
と
。

❸
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
実
態
調

査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
患

者
・
家
族
に
対
す
る
相
談
及
び

支
援
の
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪
捜
査
の
体
制
強

化
を
求
め
る
意
見
書

❶
専
門
的
技
術
・
知
識
を
有
す

る
技
術
者
等
を
民
間
か
ら
積
極

的
に
採
用
す
る
な
ど
人
員
体
制

の
強
化
を
図
る
こ
と
。

❷
民
間
企
業
や
海
外
関
係
機
関

等
と
の
捜
査
連
携
の
強
化
を
図

る
た
め
の
法
整
備
を
行
う
こ
と
。

※
詳
し
い
内
容
は
、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　
し
て
あ
り
ま
す
の
で

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
へ
の
意
見
書

国
へ
の
意
見
書

国
へ
の
意
見
書

企
画
文
化
観
光
委
員
会
で
の

　
　
　
質
疑
応
答
の
一
部
紹
介

❶
富
士
山
静
岡
空
港
の
本
年
度

の
利
用
促
進
の
取
り
組
み
と
そ
の

総
括
及
び
来
年
度
に
向
け
て
の
戦

略
に
つ
い
て
伺
う
。

　

東
日
本
大
震
災
等
に
よ
る
利

用
者
の
低
迷
が
あ
る
中
、
様
々

な
利
用
促
進
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
台
北
便
の
1
便
増
便
や
全

日
空
の
就
航
機
材
の
大
型
化

等
、
提
供
座
席
数
の
約
15
万
席

の
増
加
に
繋
が
っ
た
。
ま
た
、

武
漢
線
の
定
期
就
航
は
、
全
国

で
も
福
岡
空
港
と
富
士
山
静
岡

空
港
の
み
で
、
大
変
貴
重
な
路

線
で
あ
る
。
こ
う
し
た
今
年
度

の
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

２
月
末
ま
で
に
利
用
者
が
３
万

３
０
０
０
人
増
加
し
て
い
る
。

　

来
年
度
と
し
て
は
、
定
期
便

の
利
用
実
績
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
第
一
と
考
え
、
利
用
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
そ
れ
と

並
行
し
て
、
既
存
航
空
会
社
や

L
C
C
へ
の
訪
問
に
よ
る
働
き

掛
け
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
教
育
旅
行

と
い
っ
た
底
堅
い
需
要
創
出
へ
の

取
り
組
み
、
さ
ら
に
は
、
利
用

率
の
低
い
東
部
や
西
部
で
の
重

点
的
な
利
用
促
進
の
取
り
組
み

を
総
合
的
に
実
施
し
て
い
く
。

❷
富
士
山
静
岡
空
港
の
底
堅
い

需
要
の
創
出
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
、
教
育
旅
行
の
需
要

拡
大
が
重
要
で
あ
る
。
一
方
で
、

富
士
山
静
岡
空
港
の
発
着
時
間

が
悪
い
と
の
意
見
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
発
着
時

間
の
改
善
に
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
教
育

旅
行
の
需
要
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
状
況
を
伺
う
。

　

教
育
旅
行
で
の
富
士
山
静
岡

空
港
利
用
に
つ
い
て
、
他
空
港

に
比
べ
、
一
部
で
発
着
時
間
が

不
利
な
の
は
承
知
し
て
い
る
。

航
空
会
社
と
の
発
着
時
間
改
善

に
向
け
た
協
議
の
た
め
に
も
、

利
用
者
実
績
を
向
上
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
現
行
ダ

イ
ヤ
の
中
で
の
利
用
実
績
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、

教
育
旅
行
の
利
用
実
態
で
、
沖

縄
線
利
用
が
12
月
に
集
中
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
学
校
等
に
対

し
、
こ
の
よ
う
な
ピ
ー
ク
を
分

散
さ
せ
る
よ
う
に
働
き
掛
け
る

な
ど
、
他
空
港
利
用
の
教
育
旅

行
を
少
し
で
も
富
士
山
静
岡
空

港
利
用
に
切
り
替
え
る
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
る
。

企
画
文
化
観
光
委
員
会

答
弁
内
容
の
一
部
紹
介

　

自
民
改
革
会
議
と
し
て
は
、

本
会
議
に
お
い
て
、
以
下
の
内

容
を
代
表
質
問
致
し
ま
し
た
。

⑴
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
❶
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
評
価
に

対
す
る
知
事
の
所
感

　
❷
ふ
じ
の
く
に
の
実
像

　
❸
沿
岸
地
域
を
含
め
た
本
県

の
均
衡
あ
る
発
展
に
対
す

る
知
事
の
考
え

　
❹
教
育
行
政
に
対
す
る
姿
勢

⑵
平
成
25
年
度
当
初
予
算
編
成

に
つ
い
て

⑶
地
域
外
交
の
成
果
に
つ
い
て

⑷
被
虐
待
児
へ
の
対
応
に
つ
い

て
⑸
雇
用
創
造
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
推
進
に
つ
い
て

⑹
茶
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て

⑺
新
た
な
産
業
分
野
の
育
成
に

つ
い
て

⑻
第
４
次
地
震
被
害
想
定
へ
の

対
応
に
つ
い
て

　
❶
想
定
結
果
の
県
民
へ
の
伝

え
方

　
❷
津
波
対
策
の
進
め
方

⑼
強
い
県
土
づ
く
り
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
❶
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策

　
❷
農
業
農
村
整
備
の
推
進

⑽
富
士
山
静
岡
空
港
に
つ
い
て

　
❶
空
港
の
運
営
体
制

　
❷
利
活
用
の
促
進

⑾
教
育
行
政
の
あ
り
方
検
討
会

中
間
ま
と
め
へ
の
対
応
に
つ

い
て

⑿
平
成
25
年
の
警
察
運
営
の
重

点
に
つ
い
て

  ⑴
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
❸
沿
岸
地
域
を
含
め
た
本
県

の
均
衡
あ
る
発
展
に
対
す

る
知
事
の
考
え

【
質
問
要
旨
】

　

去
る
２
月
15
日
に
、
内
陸
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
拓
く
取
り
組

み
に
関
す
る
総
合
特
区
の
指
定

が
決
定
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
沿

岸
部
の
空
洞
化
に
留
意
す
る
な

ど
の
留
保
条
件
が
付
い
た
と
聞

い
て
い
る
。

　
特
に
、
沿
岸
部
で
防
災
・
減

災
対
策
を
最
優
先
で
進
め
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
対
策

の
先
に
、
将
来
ど
の
よ
う
な
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
の

か
を
、
県
民
や
県
内
企
業
の

方
々
に
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　
今
ま
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
本
県
の
将
来
は
沿
岸
地

域
の
活
性
化
に
掛
か
っ
て
お
り
、

沿
岸
地
域
を
含
め
、
本
県
全
体

で
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。

　
そ
こ
で
、
県
は
、
沿
岸
部
の

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
知
事
答
弁
】

　

本
県
の
沿
岸
地
域
で
は
、
こ

れ
ま
で
多
彩
な
産
業
活
動
が
展

開
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
県

内
経
済
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の

経
済
成
長
に
大
き
く
寄
与
し
て

ま
い
っ
た
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津

波
災
害
を
目
の
当
た
り
に
致
し

ま
し
て
、
こ
う
し
た
沿
岸
地
域

に
対
し
ま
し
て
は
、
危
機
感
が

募
っ
て
い
る
中
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
の
発
生
も
懸
念
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
津
波
災
害
に

対
す
る
不
安
が
急
速
に
高
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

　

内
陸
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
拓
く

取
り
組
み
は
、
こ
う
し
た
状
況

を
踏
ま
え
て
提
示
さ
れ
た
も
の

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
大
き
く
は

３
つ
か
ら
な
り
ま
す
。
一
つ
は
、

内
陸
部
の
活
用
で
あ
り
ま
す
。

二
つ
は
、
沿
岸
部
の
刷
新
で
あ

り
ま
す
。
三
つ
は
、
そ
れ
ら
を

結
ぶ
地
域
連
携
軸
の
形
成
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通
じ
ま
し

て
、
地
域
全
体
の
活
性
化
を
図

り
、
県
全
体
で
均
衡
あ
る
県
土

の
発
展
を
目
指
す
、
と
い
う
の

が
内
陸
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
構
想
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

特
に
、
最
優
先
で
取
り
組
む

の
は
、
防
災
・
減
災
対
策
で
あ

り
ま
す
。
沿
岸
部
に
対
し
て
は
、

防
潮
堤
の
整
備
、
水
門
の
設
置
、

河
川
・
海
岸
・
港
湾
・
漁
港
に

お
け
る
対
策
、
公
共
建
築
物
や

木
造
住
宅
等
の
耐
震
化
、
津
波

避
難
タ
ワ
ー
、
命
山
、
避
難
路

等
を
計
画
的
に
整
備
し
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
方
策
を
、
前
倒
し

で
進
め
る
こ
と
を
通
し
て
、
地

震
・
津
波
対
策
を
推
進
し
て
い

る
の
が
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
想
定
さ
れ
る
被

害
を
可
能
な
限
り
軽
減
す
る
観

点
で
、
企
業
や
住
民
等
の
避
難

地
や
移
転
先
と
な
る
受
け
皿
の

確
保
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
受
け
皿
の
確
保

や
移
転
跡
地
の
活
用
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、「
沿
岸
部
の
空
洞

化
」
に
留
意
致
し
ま
し
て
、
可

能
な
限
り
域
内
に
お
け
る
企
業

活
動
や
住
民
生
活
の
維
持
・
発

展
が
図
れ
ま
す
よ
う
に
、
関
係

市
町
や
民
間
企
業
と
と
も
に
知

恵
を
出
し
合
っ
て
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
「
内
陸
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
拓

く
取
り
組
み
」
の
名
称
に
つ
き

ま
し
て
は
、「
ふ
じ
の
く
に
防
災

減
災
・
地
域
成
長
モ
デ
ル
」
と

い
う
副
題
が
付
け
加
え
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
沿
岸
部
を
含
め
た

県
内
全
域
に
お
け
る
「
安
全
・

安
心
な
地
域
づ
く
り
」
と
「
地

域
資
源
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
」、
こ
れ
を
目
指

す
取
り
組
み
と
し
て
御
理
解
頂

け
る
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ

て
、
そ
う
し
た
形
で
我
々
も
配

慮
を
十
分
尽
く
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

２
月
定
例
会  

本  

会  

議

自
民
改
革
会
議

〈
代
表
質
問
〉    

 

⑦道路拡幅改良（昭和橋～島田市境）

⑤道路拡幅改良（楠沢橋～大出橋）

②道路拡幅改良（焼津市境～国道１号）

⑥橋梁改築（山鼻橋）橋長 、幅員

①道路拡幅改良（東名焼津インター～藤枝市境） ｍ

静
岡
焼
津
線

藤 枝 市

藤 枝 市

焼 津 市

新 東 名 高 速 道 路

東 名 高 速 道 路

焼津

藤枝岡部

藤枝

藤枝

『治山・砂防事業推進議員連盟』現地視察

No08-P3-7-

＜林地荒廃防止施設災害復旧事業・社会資本整備総合交付金事業＞
　平成23年7月20日、台風6号に伴う豪雨により、鍵ワ沢流域（静岡市葵区坂本）の山腹
が崩壊。 林地荒廃防止施設災害復旧事業と社会資本整備総合交付金事業の協調によ
り、治山・砂防事業を実施。

＜災害関連緊急急傾斜地崩壊対策事業＞
　平成23年9月21日、台風15号に伴う豪雨により、桂山沼側急傾斜地（静岡市葵区桂
山）にて、斜面が崩壊。 災害関連緊急急傾斜地崩壊対策事業により、法面対策を実施。

『天竜浜名湖鉄道株式会社』 視察

　静岡県は、天竜浜名湖鉄道に対し、市町と連携して経営支援を行うとと
もに、沿線地域の交流人口の拡大と鉄道利用客増加に取り組んでいる。
　一方、会社は、平成20年12月に策定した新経営計画に基づき、平成21
年度から25年度までの５カ年で、経営改善に積極的に取り組んでいる。
同社の経営状況や取り組み等、現状について調査した。

　主要地方道焼津森
線には、整備促進を目
的とした期成同盟会が
存在する。同会の顧問を
努める塚本は、関係者ととも
に、毎年要望活動を行なっている。

2011年（平成23年）12月定例会の一般質問で塚本が取り上げた 「県道焼津森線の　　　　　整備状況」 
焼津市
（東名焼津インター～藤枝市境）　L=0.9km

藤枝市
（焼津市境～国道１号）　L=1.5km

『主要地方道焼津森線道路整備促進期成同盟会』
による要望活動

実施状況

○平成24年度は、東名アンダーボックスの設計および、東名焼津ICから藤枝市
境までの道路の詳細設計に着手した。

○平成25年度は、引き続き東名アンダーボックスと道路の詳細設計を行うと
ともに、用地測量を実施する。

○平成26年度以降は、道路設計に伴う都市計画決定の変更を行い、街路事業
（交付金）により、道路拡幅（４車線化）を実施していく。

）

⑤道路拡幅改良（楠沢橋～大出橋） ②道路拡幅改良（焼津市境～国道１号）
⑥橋梁改築（山鼻橋）橋長 、幅員 ①道路拡幅改良（東名焼津インター～藤枝市境） ｍ

静
岡
焼
津
線

藤 枝 市

焼 津 市

新 東 名 高 速 道 路

東 名 高 速 道 路

焼津

藤枝岡部

藤枝

藤枝

起点側から終点側を望む

終点側から起点側を望む

起点側から終点側を望む

広幡橋付近整備状況

　焼津市境から国道１号までの区間約1.5㎞
は、現東名高速道路と新東名高速道路を結ぶ
重要路線に位置づけられており、慢性的な交
通渋滞の緩和と幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸの強化を図る
ため、早期の整備完了を要望。

　東名焼津インターから藤枝市境までの区間
約0.9㎞は、現東名高速道路と新東名高速道
路を結ぶ重要路線であり、平成24年4月に新
東名高速道路が開通し、今後、土地利用の増
進により交通量の大幅な増加が予想されるの
で、計画的な事業促進が図られるよう要望。

区　　間
○焼津市境から葉梨川までを道路事業（交付金）により、また葉梨川から国道１号
までを街路事業（交付金）により、道路拡幅（４車線化）を実施している。

○平成24年度は、橋梁上部工、用地買収を実施している。
○平成25年度は、引き続き橋梁上部工、用地買収を実施する予定である。
○国道1号から、葉梨川までを平成25年度に、葉梨川から焼津市境までを平成20
年代後半に開通する予定である。

藤枝市（焼津市境～国道１号）焼津市（東名焼津ＩＣ～藤枝市境）

国
道
1号

その後の

企画文化
観光委員会

藤枝市岡部支所

第8号３ 第8号２



『平成24年度静岡県一般会計補正予算』
に対する附帯決議
１　本件は、平成16年度に不適切な事務処理が
行われてから、既に８年が経過しており、この
間、適切な処理が行われず、いたずらに時間が
経過した点、また、県議会・県民に対しても、一
切この間、報告や公表がなかった点について、
当時からの管理監督者に対する責任の所在を
明確にするとともに、県議会・県民に公表する
こと。

２　国庫返還金及び加算金について、納入期限と
の兼ね合いから、一旦は、県民の税金でもって
支出することはやむを得ないものとするが、本
件は、明らかに法令違反である事務処理が発端
となり生じた経緯と、長期間経過している事実
を鑑みると、全てを税負担とすることなく、関係
職員（退職者も含む）に負担を求めること。

３　徹底した再発防止及び法令順守措置を職員
に対し行うこと。

第72号議案
総
務
委
員
会

県
道
豊
田
竜
洋
線
改
築
事
業
に

お
け
る
不
適
切
な
事
務
処
理
が

８
年
間
に
わ
た
っ
て
放
置
さ
れ

た
結
果
生
じ
た
国
庫
返
還
金
の

責
任
の
所
在
に
つ
い
て

　

平
成
16
年
当
時
に
用
地
補
償

費
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
誰
の

判
断
で
支
払
わ
れ
た
の
か
詳
細

に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
関

係
者
は
約
90
人
に
の
ぼ
り
、
主

な
管
理
監
督
者
の
多
く
が
す
で

に
退
職
し
て
い
る
が
、
交
通
基

盤
部
か
ら
の
資
料
の
精
査
と
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
進
め
、
そ
の
調
査

結
果
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
責
任
の
所

在
を
判
断
し
、
関
係
者
の
処
分

を
検
討
す
る
。

※
な
お
、
県
道
豊
田
竜
洋
線
の

道
路
改
築
事
業
に
係
る
国
庫

返
還
金
及
び
加
算
金
の
執
行

に
つ
い
て
、
附
帯
決
議
を
全

員
一
致
で
可
決
。
そ
の
内
容

は
、
４
ペ
ー
ジ
参
照
。

く
ら
し
環
境
委
員
会

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
に

お
い
て
、
新
規
で
助
成
を
行
う

「
子
育
て
型
」
の
補
助
対
象
工

事
等
に
つ
い
て

　

子
育
て
世
帯
が
居
住
環
境
を

改
善
す
る
た
め
に
行
う
浴
室
や

ト
イ
レ
等
の
水
回
り
の
改
修
、

内
装
工
事
全
般
な
ど
幅
広
く
対

象
と
し
て
い
る
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

に
は
、
こ
の
ほ
か
「
高
齢
者
型
」

と「
県
産
材
型
」が
あ
る
が
、「
県

産
材
型
」
に
つ
い
て
は
「
子
育

て
型
」
ま
た
は
「
高
齢
者
型
」

と
の
併
用
を
可
能
と
し
て
お
り
、

県
産
材
を
使
っ
た
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
の
促
進
を
図
っ
て
い

く
。

厚
生
委
員
会

看
護
職
員
の
確
保
対
策
に
つ
い

て
　

看
護
師
等
養
成
施
設
卒
業
者

の
県
内
就
業
促
進
の
た
め
、
県

内
の
定
め
ら
れ
た
医
療
機
関
で

一
定
期
間
勤
務
す
れ
ば
返
済
が

免
除
さ
れ
る
看
護
職
員
修
学
資

金
の
貸
付
事
業
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
離
職
防
止
対
策
事
業
と

し
て
、
医
療
現
場
で
の
技
術
及

び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に

不
安
を
抱
え
る
新
人
看
護
職
員

へ
の
卒
後
研
修
を
実
施
す
る
医

療
機
関
に
助
成
を
行
う
と
と
も

に
、
研
修
を
単
独
で
実
施
す
る

こ
と
が
困
難
な
小
規
模
医
療
機

関
に
つ
い
て
は
、
看
護
協
会
に

委
託
し
合
同
研
修
を
行
う
。
さ

ら
に
、
子
育
て
世
代
の
看
護
職

員
を
支
援
す
る
た
め
、
病
院
内

保
育
所
を
運
営
す
る
医
療
機
関

へ
の
助
成
や
、
看
護
職
員
が
健

康
で
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
労

働
局
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
す

る
労
務
管
理
者
向
け
の
研
修
に

企
画
段
階
か
ら
参
加
す
る
な

ど
、
労
働
局
と
連
携
し
て
看
護

職
員
の
確
保
と
定
着
に
努
め
て

い
き
た
い
。

産
業
委
員
会

２
月
23
、
24
日
に
グ
ラ
ン
シ
ッ

プ
で
開
催
し
た
「
ふ
じ
の
く
に

農
芸
品
フ
ェ
ア
2
0
1
3
」
の

評
価
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

　

今
回
の
フ
ェ
ア
は
、
近
年
グ

ラ
ン
シ
ッ
プ
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
の
中
で
は
最
高
の
人
出
と
な

る
約
４
万
8
0
0
0
人
の
来
場

者
が
あ
っ
た
。
出
展
者
か
ら
は

「
非
常
に
良
い
Ｐ
Ｒ
の
場
に
な
っ

た
」、「
消
費
者
の
意
見
を
直
接

知
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
よ

か
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
、
ふ
じ
の
く
に
農
芸

品
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
の
構
成

員
で
あ
る
農
林
水
産
関
係
団
体

か
ら
も
「
今
後
も
ぜ
ひ
継
続
し

て
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が

寄
せ
ら
れ
た
。
今
年
度
は
静
岡

市
で
開
催
し
た
こ
と
か
ら
、
来

年
度
は
西
部
地
区
の
浜
松
市
で

開
催
し
、
県
内
幅
広
い
地
域
で

農
林
水
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
そ

の
消
費
拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い
。

建
設
委
員
会

県
道
豊
田
竜
洋
線
の
道
路
改
築

事
業
に
係
る
不
適
切
な
事
務
処

理
に
よ
り
、
多
額
の
国
庫
返
還

金
と
加
算
金
が
生
じ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
問
題
が
こ
こ
ま
で
長
期

化
し
た
経
緯
、
責
任
の
所
在
及

び
再
発
防
止
策
な
ど
に
つ
い
て

　

土
地
の
所
有
権
移
転
登
記
が

済
ん
で
い
た
た
め
、
物
件
の
撤

去
及
び
土
地
明
け
渡
し
を
確
認

し
な
い
ま
ま
、
土
地
・
物
件
補

償
費
の
支
払
い
を
し
て
し
ま
っ

た
。
元
土
地
所
有
者
や
賃
借
人

と
交
渉
を
任
意
に
進
め
て
き
た

が
、
リ
ス
ク
管
理
に
問
題
が
あ
っ

た
た
め
、
こ
れ
ま
で
長
期
間
を

要
し
て
し
ま
っ
た
。
早
期
に
別

の
対
処
方
法
を
と
る
べ
き
で
あ
っ

た
と
認
識
し
て
お
り
、
結
果
的

に
多
額
の
返
還
金
が
生
じ
た
こ

と
を
重
く
受
け
と
め
、
深
く
反

省
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
経
営
管
理
部
と
協

力
し
て
詳
細
な
事
実
確
認
と
原

因
分
析
を
行
っ
て
い
き
、
返
還

金
に
つ
い
て
は
調
査
結
果
等
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
退
職
者
も
含

め
て
職
員
か
ら
の
負
担
を
求
め

て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
職
員
が
問
題
を
抱

え
込
ま
ず
に
共
通
認
識
を
持
っ

て
問
題
解
決
に
当
た
る
体
制
づ

く
り
や
、
出
先
機
関
の
課
長
職

以
上
の
全
職
員
を
対
象
と
し
た

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
を

実
施
す
る
な
ど
徹
底
し
た
再
発

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
な
お
、
県
道
豊
田
竜
洋
線
の

道
路
改
築
事
業
に
係
る
国
庫

返
還
金
及
び
加
算
金
の
執
行

に
つ
い
て
、
附
帯
決
議
を
全

員
一
致
で
可
決
。
そ
の
内
容

は
、
下
記
参
照
。

文
教
警
察
委
員
会

教
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
制

度
の
内
容
及
び
試
験
の
実
施
状

況
に
つ
い
て

　

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
に
対

応
す
る
た
め
に
地
方
公
務
員
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
平
成
13
年
度
か
ら
現
在

の
再
任
用
制
度
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
制
度
で
は
、
定
年

退
職
者
に
加
え
、
静
岡
県
定
年

退
職
者
等
の
再
任
用
に
関
す
る

条
例
で
定
め
る
定
年
退
職
者
に

準
ず
る
者
が
再
任
用
の
対
象
と

さ
れ
て
い
る
。

　

来
年
度
の
再
任
用
者
の
選
考

に
あ
た
っ
て
は
、
応
募
が
あ
っ
た

4
2
7
名
に
つ
い
て
、
昨
年
11

月
に
書
類
の
審
査
及
び
面
接
試

験
を
行
っ
た
結
果
、
3
8
9
名

が
合
格
し
、
再
任
用
候
補
者
名

簿
に
登
載
さ
れ
て

お
り
、
最
終
的
に

は
、
3
月
15
日
の

教
育
委
員
会
に
お

い
て
他
の
人
事
案

件
と
と
も
に
議
案

と
し
て
判
断
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

※
な
お
、
委
員
か

ら
は
、
再
任
用

内
定
者
の
う
ち
、
退
職
手
当

減
額
前
の
早
期
退
職
者
63
名

の
再
任
用
に
つ
い
て
は
、
県

民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
と

い
っ
た
意
見
や
、
現
状
の
制

度
の
中
で
は
認
め
ら
れ
て
お

り
粛
々
と
処
理
す
べ
き
で
あ

る
な
ど
の
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

平成25年度からは、こう  　わる!!平成25年度からは、こう  　わる!!変
区分 主な拡充内容

24年度 25 年度

大規模地震対策等総合支援事業費
・津波対策等を強化するため、市町等が
実施する地震防災対策事業を支援する
助成制度を拡充

1事業あたりの補助上限（津波対策事業）
補助限度額（2,000万円）の
撤廃（24年度限り）

補助限度額（2,000万円）の
撤廃を27年度まで継続➡

被虐待児等処遇向上モデル事業費
・被虐待児等を支援するため、児童養護
施設等における個別支援向上のための
モデル事業を委託

委託内容

　　　　　―

・事例の調査、モデル事業の
 実施・検証
児童養護施設：1,500千円/施設
乳児院：1,000千円/施設

➡

ひとり親家庭応援事業費
・ひとり親家庭の子育てを支援するため、
ひとり親が病児・病後児保育、延長・休日
保育などを利用する際の利用料金を助成

補助内容

　　　　　―
補助対象：市町（政令市除く）
補助率：1/2➡

障害児者ライフサポート事業費助成
・軽度・中等度難聴児の言語習得やコミュ
ニケーション能力の向上促進等のため、
補助対象を追加

補助対象
・ヘルパー派遣 ・短期入所
・デイサービス
・小規模多機能利用
　（重症心身障害児者向け）

左記事業のほか、軽度・中等
度難聴児に対する補聴器購
入費に係る助成制度を創設

➡

静岡式35人学級編制
・全学年への導入

対象学年
小１、2・小4～6・中1～3 小・中、全学年で実施➡

中小企業向制度融資促進費助成
・県内企業の成長産業分野への参入促進
のための融資制度を追加

資金区分

経営安定資金
新事業展開支援資金  ほか

左記事業のほか、
成長産業分野支援資金を新設
（通常の特別政策資金より
      0.2％高い利子補給率）

➡

待機児童解消特別対策事業費
・年度途中の乳児（0歳児）の入所に対応
する保育士を年度当初から確保する施
設に対して経費を助成

補助内容

　　　　　―

実施主体：市町（政令市除く）
補助対象：民間保育所
補助率： 県1/3、市町1/3、
　　　  事業者1/3

➡

プロジェクト「TOUKAI-0」
　　　　　　　　総合支援事業費
・高齢者のみ世帯の耐震補強計画策定に
係る自己負担軽減（無料化）制度を拡充

補助率
国  1/3、県  1/6
市町  1/6、自己負担  1/3

国  1/3、県  1/3
市町  1/3、自己負担  －➡

住宅リフォーム支援事業費助成
・高齢者型、県産材型に加え子育て型を
拡充

補助対象
【高齢者型】
　65歳以上の高齢者がいる
　世帯を対象
【県産材型】
　県産材使用量 10㎡以上

左記事業のほか
【子育て型】（追加）
　小学校入学前の子どもが
　いる世帯を対象

➡

危
機
管
理

教
　
育

子
育
て
支
援

障
害
者
支
援

経
済
産
業

く
ら
し
・
環
境

予
算
重
点
要
望
事
項
に

　
対
す
る
知
事
の
回
答

❶
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の

　
対
応

　

県
内
全
域
に
お
い
て
、
堤
防

や
水
門
の
整
備
の
ほ
か
、
水
門

等
へ
の
避
難
用
階
段
の
設
置
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
町
が
行
う
津
波
対
策
を
強
化

す
る
た
め
、「
大
規
模
地
震
対

策
等
総
合
支
援
事
業
費
」
の
津

波
関
連
事
業
の
補
助
限
度
額
の

撤
廃
を
、
平
成
27
年
度
ま
で
延

長
致
し
ま
す
。

❷
経
済
産
業
・
雇
用
対
策
の

　
強
化
、
充
実

　

雇
用
対
策
と
し
て
、
新
卒
者

か
ら
若
者
、
中
高
年
者
、
子
育

て
女
性
ま
で
の
幅
広
い
求
職
者

に
対
し
、
実
効
性
の
高
い
就
職

支
援
を
行
う
た
め
、「
し
ず
お

か
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
県

内
３
か
所
に
設
置
致
し
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
の
経
営
改
善

に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
す

る
た
め
、
専
門
家
派
遣
の
拡
充

や
、
経
営
革
新
に
必
要
な
資
金

調
達
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

❸
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
充
実

　

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け

て
、
保
育
所
等
の
施
設
整
備
や

保
育
士
の
確
保
支
援
な
ど
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

発
達
障
害
児
者
へ
の
相
談
体
制

の
強
化
を
図
る
た
め
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
増
員
致
し
ま
し
た
。

❹
教
育
・
人
づ
く
り
の
充
実

　

静
岡
式
35
人
学
級
編
制
が
小

中
学
校
の
全
学
年
で
、
来
年
度

中
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
特
別
支
援
学
校
の
狭
あ
い

化
を
解
消
す
る
た
め
、
沼
津
城

北
高
等
学
校
と
焼
津
水
産
高
等

学
校
内
に
高
等
部
の
分
校
を
４

月
に
開
校
致
し
ま
す
。

❺
豊
か
な
県
民
の
暮
ら
し
の
実
現

　

通
学
路
等
の
安
全
対
策
や
地

域
の
孤
立
防
止
な
ど
に
向
け
た

「
交
通
環
境
改
善
緊
急
対
策
事

業
費
」
や
、
多
発
す
る
集
中
豪

雨
等
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
の
「
局
地
豪
雨
緊

急
対
策
事
業
費
」
を
新
た
に
計

上
致
し
て
お
り
ま
す
。

❻
分
散
自
立
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　
構
築

　

中
小
企
業
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
の
導
入
を
支
援
す
る
た

め
、
県
の
制
度
融
資
を
活
用
し
、

最
大
限
の
利
子
補
給
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
急
速
充

電
器
の
整
備
に
対
し
て
支
援
を

行
い
、
電
気
自
動
車
等
の
普
及

促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

❼
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

　

個
人
住
民
税
の
徴
収
対
策
を

強
化
致
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

県
有
施
設
に
お
け
る
自
動
販
売

機
の
設
置
者
の
公
募
化
や
未
利

用
財
産
の
計
画
的
な
売
却
を
図

る
こ
と
を
通
し
て
、
行
財
政
改

革
大
綱
に
基
づ
く
取
り
組
み
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
月
定
例
会
で
は
、
県
内
教
職
員
の
早
期
退
職
・
再
雇
用
の

問
題
や
、
県
道
豊
田
竜
洋
線
（
磐
田
市
）
拡
幅
工
事
の
遅
れ
に

伴
う
国
へ
の
交
付
金
返
還
の
問
題
等
が
議
論
さ
れ
、
新
聞
・
ニ
ュ
ー

ス
等
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
12
月
に
、
私

が
所
属
し
て
お
り
ま
す
自
民
改
革
会
議
が
、
知
事
に
対
し
て
要

望
し
た
項
目
に
つ
い
て
、
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
紙
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
ご
一
読
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

ま
た
、
２
月
定
例
会
で
は
、
私
自
身
、
県
議
会
で
二
回
目
と

な
り
ま
す
一
般
質
問
の
機
会
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。日
頃
、

地
域
の
皆
様
か
ら
頂
い
て
い
る
ご
意
見
・
ご
要
望
を
参
考
に
、
地

域
で
抱
え
て
い
る
身
近
な
課
題
か
ら
県
政
全
般
に
渡
る
課
題
ま

で
、
８
項
目
を
取
り
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。「
大
ジ
ェ
ス
ト

第
８
号
・
増
刊
号
」
に
全
項
目
の
要
旨
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
の
で
、
ご
覧
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、暮
ら
し
の
「
い
ま
」
と
「
未
来
」
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、

住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も「
大

ジ
ェ
ス
ト
」
や
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
議
会
活
動
を
掲
載
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
頂
き
、
皆
様
の
ご
意
見
を
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

  

塚
本　

大

　
　

　

２
月
定
例
会
で
は
、
県
内
教
職
員
の
早
期
退
職
・
再
雇
用
の

問
題
や
、
県
道
豊
田
竜
洋
線
（
磐
田
市
）
拡
幅
工
事
の
遅
れ
に

伴
う
国
へ
の
交
付
金
返
還
の
問
題
等
が
議
論
さ
れ
、
新
聞
・
ニ
ュ
ー

ス
等
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
12
月
に
、
私

が
所
属
し
て
お
り
ま
す
自
民
改
革
会
議
が
、
知
事
に
対
し
て
要

望
し
た
項
目
に
つ
い
て
、
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
紙
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
ご
一
読
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

ま
た
、
２
月
定
例
会
で
は
、
私
自
身
、
県
議
会
で
二
回
目
と

な
り
ま
す
一
般
質
問
の
機
会
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。日
頃
、

地
域
の
皆
様
か
ら
頂
い
て
い
る
ご
意
見
・
ご
要
望
を
参
考
に
、
地

域
で
抱
え
て
い
る
身
近
な
課
題
か
ら
県
政
全
般
に
渡
る
課
題
ま

で
、
８
項
目
を
取
り
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。「
大
ジ
ェ
ス
ト

第
８
号
・
増
刊
号
」
に
全
項
目
の
要
旨
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
の
で
、
ご
覧
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、暮
ら
し
の
「
い
ま
」
と
「
未
来
」
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、

住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も「
大

ジ
ェ
ス
ト
」
や
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
議
会
活
動
を
掲
載
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
頂
き
、
皆
様
の
ご
意
見
を
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

  

塚
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確
か
な
景
気
回
復
へ

確
か
な
景
気
回
復
へ

『自民党柑橘振興議員連盟』視察

＜第35回えひめみかん祭り＞
　「愛あるかんきつ　心いっぱい！愛顔いっぱい！」をテーマに開催。 愛媛県オリジナ
ルである「紅まどんな」や「甘平」、「ひめのつき」などをはじめ、約18種類の柑橘類の品評
会や生産者による対面販売を実施し、柑橘に関わる様々なイベントを通じて消費拡大
を図る。
　主催者は、愛媛県、JA全農えひめ、愛媛県果樹研究同志会、愛媛県女性果樹同志会、愛
媛新聞社となっている。
　会場は、デパートに併設された特設会場である「スカイドーム」。 一般の買い物客によ
る相乗効果もあって、かなりにぎわっていた。 試食などを通して好みの農産品を選び、
購入される客も多かった。
　会場で見られた柑橘類は以下の通り。
　紅まどんな、甘平、ひめのつき、温州みかん、はれひめ、デコポン、いよかん、ポンカン、
天草、はるみ、せとか、八朔、甘夏、はるか、清見、カラ、河内晩柑、レモンなど。

ふじのくに農芸品フェア2013

水産ブース

ふじのくに農芸品販売コーナー

来場者で溢れ、活況に満ちた会場

平成25年度

第8号１

B3オフリンサイズ／545mm×382mm（広告スペース／520mm×370mm）

第8号４

デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却

　
　
　
　
　
強
い
日
本
へ

日時  平成25年8月25日（日） 午後
場所  焼津文化会館 小ホール

〒425-0062　焼津市中根新田1157　TEL 054-624-1555 FAX 054-624-1333
E-mail tsukamoto-dai@almond.ocn.ne.jp　http://tsukamoto-dai.com

県政報告会開催のお知らせ

※開催時間・懇親会費等、詳細につきましては、後日（６月中旬以降）事務所にお問い合わせください。

つかもと 大 静岡県議会議員 事務所のご案内

2013 April

3/27⑦




